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H. KAKINOHANA, H. NAKAMORI and H. SOEMORI: Mass Rearing of the Melon Fly, Dacus

cucurbitae COQUILLETT. n.

Experiments on the improvement of mass rearing technique of the melon fly were carried out on

-following points:

1. Effects of two brands of wheat shorts, i. e. No.1 Canadian Wheat and Western White, used

as a major part of larval medium, on the yield of pupae were investigated. A reasonable rate of

pupal recovery (more than 60 % of eggs) was obtained using the media containing the former brand

in a wide range of pH (3.8-5.0), but when using the later brand, the rate of recovery declined in

pH range less than 4. 6.

2. When the AMBER BYF-Series 100, a cheap protein-hydrolyzate, was used in place of Phyton­

yeast extract, which has been used earlier, as a nutrient in adult diet the yield of egg and mortality

of adults were comparable to those from the diet including the later.

3. A mechanical sifter was devised to sieve pupae from saw - dust. No harmful efeffect on the

survival rate of pupae was detected when the sifter was used in 273 rounds of 1 inch - strokes per

minutes.
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研究所では16メッシュ網底の動力筋で筋別すると報告し

ているが，その影響についてふれていない．筆者等の予

備試験では，上記動力筋で２′の蝿オガクズ混合物を

１，４，８分飾ったところ，羽化率はコントロール（手

グラニュウ糖５０'

ちり紙４０１

安息香酸ナトリウム０．５１

塩酸（試薬10培液）１０（Ｗ､Ｗ・のみ），１５，

２２．５，３３．８，５０．６，７５．９

〃'（１．Ｃ､Ｗ・のみ）の５段階

水はフスマの吸水力の違いと塩酸添加量の違いから，

1,000～1,400"'の範囲で培地表面に水が浮かないよう加

減して加えたため，でき上り量は1.15～1.45′になっ

た．卵は仲盛等（1975）の方法で大量増殖用ストックか

らカボチャジュースを用いた人工採卵器で採卵し，上記

培地あたり1.3鰯ノ（＝12500卵）接種した．飼育中は27±

１°Ｃ，ＲＨ８０％以上で管理し，老熟した幼虫は卵接種

後５，６日目は自然に培地から跳び出させ，７日目は室

温を下げると共に培地内に水を注入し，強制的に追い出

した．培地から跳び出た老熟幼虫は，Tanaka（1974）

の助言により．水を張った水漕中に回収した後，水を切

り，オガクズに混入し蛎化させた．２回の予備試験から

傾向は明らかなため，反復回数は２回にした．

試験２．ANBERBYESerieslOOの成虫飼料への

適用試験

現在、ウリミパエ成虫の蛋白源としては，フィトンと

イーストエキストラクトが主に用いられているが，これ

は非常に高価である，（12,000～16000円/ポンド）ハ

ワイではより安価なAMBERBYF-SerieslOOが用いら

れている（Tanakal970，岩橋1974）．筆者らはその採

用の可否を検討するための試験を実施した．大量飼育さ

れたウリミパエ蝿1500匹を小型飼育箱に配置した後，羽

化した成虫の死亡と採卵量を調査した．調査は大量増殖

に必要な羽化後７週間まで，毎週２回実施した．成虫の

管理は大量飼育と同様，２７±１°Ｃ，６０～70％ＲＨ､で行

なった．試験は２回反復した．

試験５．動力節による節別の影響調査

飼育作業の省力化のためMitchellctα/，（1965），

一戸（1973）等の報告をもとにして，蝿の動力筋を製

作し，その適否について検討した．動力筋は10メッシュ

のビニール被覆金網を底張りにした16.5×57.5×105”

の節をモーターに連結し，振幅１インチ，毎分273回転

で節別するものである（Ｆｉｇ．１）．Miechellc／αＬ

（1965）によると，１２メッシュ網底の動力筋では，振幅

１インチ，毎分160回転で節別すると，５秒で完全にバ

ーミキュライトを箭別できるが，毎分240回転に上げろ

と10秒と15秒筋別で各々15,65％の蝿死亡を引き起すと

いう．また，Tanakaetcz/、（1970）は，ハワイミバエ

FigLAsifter．

筋別）を100とした場合，各々97.62,80.57,75.61と減

少し，奇形虫率（羽化不全虫を含む）は各々96,186,

223と増加した．これから，１分前後の飾別時間は羽化

率，奇形率にも影響のないことが分ったため，大量飼育

での飾別量４～６'の緬一オガクズ混合物と筋別時間と

羽化率を調査した．蝿飾別は老熟虫をオガクズに混入し

た後，２５±１°Ｃ，８０％Ｒ､Ｈ・程度で２日間静置し，蜥化

させた後実施した．各区とも５回反復した．

結果と考察

試験１の結果はFig.２に示した．1.Ｃ,Ｗ・は与えられ

たどのｐＨ点でも高い歩留りを示したのに対し，ＷＷ．

はｐＨ4.8～5.0の狭い範囲でしか高い歩留りは得られ

なかった．１蛎重は，仲盛等（別報Ｉ）が求めた回帰式

Ｙ＝17.35-1.34Ｘに従っている．一戸等（1975）は１．

Ｃ､ＷのｐＨ4.5における生産力はＷ､ＷのｐＨ4.8に比べ

て劣ることを報告した．また，ハワイではDarkHard

Winterの全粒粉を指定して用いていろ(Tanakal975)．

このことから，フスマの品質の差異は，そのフスマに適

した培地ｐＨを知ることによって克服可能であると思わ

れる．しかしながら，高いｐＨで飼育することは発酵や

カビによって障害を受ける可能性が大きいことと

（Mitchelle/α/、1965），ｌＣ.Ｗは沖縄での生産量

が最も多きく安定的供給が期待できる点などを考慮し鑑
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Fig.２．EffectsofbrandsofwheatshortsonpupalrecoveryindifferentpH

levels．Ａ:Ｎｏ．１Canadianwheat・BWesternWhite．

ＴａｂｅＬＦｏｒｍｕｌａｏｆｍｅｄｉａｆｏｒｔｈｅｍｅｌｏｎｆｌｙ．

Quantity（９）
per361iters

Materials

5,400

1,080

1,080

Wheatshorts

Soybeancake

Brewer,ｓｙｅａｓｔ
（coarse）

Granulatedsugar

Sodiumbenzoate

HCｌ（3.5％）

Toiletpaper

Water

２，０１０

１８

1,600＊

850

28,000＊

*猟ノ

100は従来までのフィトン＋イーストエキストラ

に比べて差は認められず，死亡率はむしろ低い傾向を示

していろ．Tanaka（1970）はＡＭＢＥＲＢＹＦ－Ｓｅｒｉｅｓ

ｌＯＯを用い，成虫飼料コストを鞘以下に下げることがで

者等は１．Ｃ､Ｗ,を指定し，採用した．筆者等が1.0Ｗ・

を用いて大量飼育をしている現在の幼虫培地組成は

Tablelに示した．

試験２．Ｔａｂｌｅ２に示すようにAMBERBYF-Series
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Table，２．TheeffectsofdietsonadultmortalｉｔｙａｎｄｅｇｇｌａｙｉｎｇｏｆｍｅｌｏｎＦ１ｙ．

Quantity(ｍｌ）ｏｆｅｇｇｌａｙｉｎｇ

ＡＢＣＤ

Accumulatedmortality（％）

ＡＢＣＤ

Ａｄｕｌｔａｇｅ

ｉｎｗｅｅｋ．

１．０３

１．６３

２．６７

４．０１

５．１６

１３．１７

１５．７３

１．４１

１．９５

２．４９

３．５７

５．１６

１７．６９

１９．７１

１．８６

２．４１

２．９６

３．６５

６．４９

１７．９９

１９．７０

１．７７

２．２２

２．８６

３．６１

５．０５

８．０２

１１．６０

１
２
３
４
５
６
７

０
８
５
５
０
５

６
５
４
７
６
３

●
●
●
●
●
●

０
１
１
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２

５
３
５
８
０
０

３
５
０
４
０
２

●
●
●
●
●
●

０
１
１
２
２
２

６
２
３
５
６
６

６
４
６
０
５
６

●
●
●
●
●
●

０
１
１
３
１
１

３
８
５
８
０
０

６
０
６
２
７
４

●
●
●
●
●
●

０
２
１
３
２
２

11.33９．６１９．９８12.74Total．

Sugar

Yeastextract：Sugar

Phyton：Sugar

Sugar

Phyton：ＹｅａｓｔＥｘｔｒａｃｔ

ＡＮＢＥＲＢＹＦ－ｓｅｒｉｅｓｌＯＯ

ＡＮＢＥＲＢＹＦ－ｓｅｒｉｅｓｌＯＯ

ＡＮＢＥＲＢＹＦ－ｓerieslOO

●
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●
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一
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１
１
１
１

1０．

１０．

１０．

きた．筆者等の実施している大量飼育におけ

る採卵用成虫飼育ストックは７週間飼育のロ

ーテェィションが組まれていて（仲盛等１９

７５)．AMBERBYF-SerieslOOを成虫飼料に

用いた場合，後来の飼料に比べかなり安価で

入手することが可能であることが分った．

試験３．Ｆｉｇ．３に示すように，羽化率に及

ぼす動力節利用の影響は認められなかった．

筆者等は動力筋別に要する時間をできるだけ

短くするため，蝿化培地として用いるオガク

ズをあらかじめ14～15メッシュの金網で筋別

した後使用した．この場合，約900Jの踊化

培地（蛎約150万匹を含む）を筋別するの

に，婦人１人の４時間程度の労働であった．

兜
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摘要

ウリミパエの不妊化用蝿を安定的に供給す

る大量飼育法確立のため，１）幼虫培地用フ

スマの品質問題，２）成虫飼育料の低廉化，

３）作業省力化のための動力筋の利用につい

て検討した．

１No1CanadianWheat，WesteanWh-

iteの２種のフスマのうち，前者は飼育できろ

０ ０

２４６

Quantity（1ｉｔｅｒｓ）ｏｒｓａｗ－ｄｕｓｔ

Ｆｉｇ３．Effectsofmechanicalsiftingonsurvival

rateofpupae．○Adultemerence．⑥Time

requiredtosift.＊Control．
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ｐＨの範囲が5.0～３８と広く，後者は4.8～5.0と狭い．

この結果大量飼育用には前者を採用した．

２．ANBERBYF-SerieslOOは従来までのフィトン＋

イーストエキストラクトに比較し，廉価で成虫飼料とし

て適していることが判った．

３．動力筋は，振幅１インチ，毎分273回転で飾って

も，１分前後ならば蝿の死亡，奇形虫の発生に影響な

く，６′の踊一オガクズ混合物を１分程度で飾別でき

る．

３岩橋統１９７４ハワイ出張復命書．沖縄県農業試
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５仲盛広明・他1975,ウリミバエの大量採卵法，第

１９回応動昆大会講演要旨
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